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１．１．１．１．    はじめにはじめにはじめにはじめに    

＜研究の背景＞ 

 「阿波踊り」は徳島の盆踊りとして数百年踊り続けられ、今日では、夏の風物詩として

観光的にも有名になり、また全国各地に広まり（例「高円寺阿波踊り」）、日本の伝統的な

踊りとなっている。「阿波踊り」がこのような展開を見せるようになったのは、第二次世界

大戦以降のことである。今日に至るまで、徳島の阿波踊りは、いろいろな理由から変化し

て継承されてきた。第一に、当初は円陣型の盆踊りであったが、その後、行進型に変わっ

た。第二に「阿波踊り」は、一定のテンポで踊られるだけでなく、段々速くまたは遅く、

急激に速度を落とす等テンポを変化させたり、動きに高さの変化をつける、回転等の新た

な動きを付け加える、斜めにジグザグに進む等、踊る空間を変化させたりして、多様に踊

られてきた１）、2）。このような踊り方の変化には、戦後開始されたコンクール（昭和２４－

２６年まで）の影響が考えられる。つまり、競演場の入り口から出口まで踊り、それを審

査されるというコンクール形式によって、円陣型の踊りが行列型に変化し、また観客・審

査員に踊りを“見せる”ことを意識し始めたことによって、動きは多様化し３）、女性が女ら

しさを強調するために手を高く上に挙げ、肘を閉め、しなやかに手首を揺らし、膝はあま

り曲げずに両膝を閉じて踊る「女踊り」と男性が男らしさを強調するために両手を左右に

開いて上に挙げ、腰を落として重心を下げ両膝を左右に開いて豪快に踊る「男踊り」が生
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成された４）、５）。 

 このようにして、見る人の目を楽しませ、踊る人をも飽きさせることなく、また生伴奏

に合わせ、ひとりでリズムに乗って陶酔するだけではなく、個々の動きを他者と対応させ

ることによって一体感を感じること（仲間との関わり）が楽しい、さらには老若男女がそ

れなりに踊れる「阿波踊り」が誕生したのである。 

 また近年特に、「阿波踊り」が有酸素運動として注目され、糖尿病死亡率が高い徳島県で

は、健康のための「阿波踊りビクス」、「阿波踊り体操」等が次々と生み出されて、地域ス

ポーツの中に浸透し、予防効果に一役買っている。 

＜研究の目的＞ 

 本研究は、上述のような特性・特徴を有する「阿波踊り」を研究対象に取り上げて、生

涯学習に向けた小・中・高等学校の表現運動・ダンス学習における「阿波踊り」の教材開

発とその指導法の研究をおこなうことを目的とする。 

 本研究はⅠ．調査研究、Ⅱ．実践研究に大別される。 

 第一の調査研究では、全国における「阿波踊り」の実施状況と「阿波踊り」のイメージ、

踊り方についてのイメージについて調査分析を行った。さらに徳島県における郷土の芸能

としての「阿波踊り」指導の有無、内容、指導の順序等について調査分析を行った。 

 第二の実践研究では、小・中・高等学校・生涯スポーツ指導者を対象にした「阿波踊り」

のワークショップにおける有名連・連長の指導言語を分析し、「阿波踊り」の教材化の参考

とした。 

 

２．２．２．２．    研究研究研究研究方法方法方法方法    

２．Ⅰ２．Ⅰ２．Ⅰ２．Ⅰ     調査研究 

２．１．１  調査研究Ⅰ－「阿波踊り」のイメージと踊りに関する調査Ⅰ－ 

（期間）平成１９年８月 

（対象）全国小・中・高等学校教員１２５名 

（方法）質問紙法による調査 

（目的と内容）「阿波踊り」について過去の体験、指導経験や「阿波踊り」に対するイメ

ージを知ること及び「阿波踊り」の指導（30分間）の後に、「阿波踊り」の踊り

方に対するイメージを知ることで今後の「阿波踊り」の指導に役立てる。 

 

２．１．２  調査研究Ⅱ－「阿波踊り」のイメージと踊り方に関する調査Ⅱ－ 

（期間）平成１９年１１月２９日 

（対象）全国小・中・高等学校教員７３名 

（方法）質問紙法による調査 

（目的と内容）「阿波踊り」について過去の体験、指導経験や「阿波踊り」に対するイメ

ージを知り、徳島県の有名連連長による「阿波踊り」の指導（約２時間）を受
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け、「阿波踊り」の踊り方に対するイメージや具体的な動きのとらえ方を知り、

今後の「阿波踊り」指導に役立てる。 

 

２．１．３  調査研究Ⅲ－「阿波踊り」の指導に関する調査－ 

（期間）平成２０年３月４日 

（対象）徳島県内小・中・高等学校教員４３名 

（方法）質問紙法による調査 

（目的と内容）徳島県の教員に対して「阿波踊り」の体験、指導経験、指導の内容、指

導の順序、指導上の困難な点、指導の効果について調査し、「阿波踊り」の教材

化に役立てる。 

２．２．２．２．２．２．２．２．    実践研究  

指導言語の分析 

（期間）平成１９年１１月２９日 

（対象）徳島県阿波おどり振興会理事長、「天水連」連長山田実 

（方法）「阿波踊り」指導時の言語を記録し、分析する。 

（目的と内容）初心者に対して「阿波踊り」の指導を２時間行い、その指導言語を記録、

分析することで、指導した内容と指導順序を知り、「阿波踊り」の教材化に役立

てる。 

 

３．３．３．３．        研研研研究の結果究の結果究の結果究の結果    

３．１３．１３．１３．１     調査研究の結果 

３．１．１  調査研究Ⅰ－「阿波踊り」のイメージと踊りに関する調査Ⅰの結果－    

１）回答者の属性 

 

 

 

 

図１．性別 

 

 

 

 

 

図２．年代 
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図３．職業 

 

 

 

 

図４．「阿波踊り」の経験 

 

 

 

 

図５．「阿波踊り」の指導経験 

 

２）「阿波踊り」のイメージ 

 

 

 

 

図．６「阿波踊り」のイメージ１：明るい 

 

 

 

 

 

図７．「阿波踊り」のイメージ２：リズミカル 

 

３）「阿波踊り」の踊り方 

 

 

 

 

 

図８．「阿波踊り」の踊り方１（踊りを覚えるのは簡単である） 
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  図９．「阿波踊り」の踊り方２（リズムに乗るのは簡単である） 

 

 

 

 

 

図１０．「阿波踊り」の踊り方（踊り方は簡単である） 

 

 

 

 

 

 図１１．「阿波踊り」の踊り方４（足のステップは簡単である） 

 

 

 

 

 

  図１２．「阿波踊り」の踊り方５（手の動きは簡単である） 

 

 

 

 

 

 図１３．「阿波踊り」の踊り方６（手と足の協応は簡単である） 

 

４） 「阿波踊り」指導についての今後の希望 

 

 

 

 

図１４．「阿波踊り」の指導に対する要望 
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３．１．２  調査研究Ⅱ－「阿波踊り」のイメージと踊りに関する調査Ⅱの結果－ 

１）回答者の属性 

 

 

 

 

図１５．性別 

 

 

 

 

 

図１６．年代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１７．出身地 

 

 

 

 

 

 

図１８．「阿波踊り」の体験 

 

 

 

 

図１９．「阿波踊り」の指導を受けたことの有無 
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２）「阿波踊り」のイメージ 

 

 

 

 

図２０．「阿波踊り」のイメージ１：明るい 

 

 

 

 

 

図２１．「阿波踊り」のイメージ２：楽しい 

 

 

 

 

 

図２２．「阿波踊り」のイメージ３：リズミカル 

 

３）「阿波踊り」の踊り方 

 

 

 

 

 

図２３．「阿波踊り」の踊り方１（踊りを覚えるのは簡単である） 

 

 

 

 

 

 

 

図２４．「阿波踊り」の踊り方２（リズムに乗るのは簡単である） 
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図２５．「阿波踊り」の踊り方３（踊り方は簡単である） 

 

 

 

 

 

 

図２６．「阿波踊り」の踊り方４（足のステップは簡単である） 

 

 

 

 

 

 

図２７．「阿波踊り」の踊り方５（手の動きは簡単である） 

 

 

３．１．３  調査研究Ⅲ－「阿波踊り」の指導に関する調査－ 

１）回答者の属性 

 

 

 

 

図２８．所属校種 

 

 

 

 

 

図２９．性別 
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図３０．年代 

 

２）「阿波踊り」の経験と指導経験 

 

 

 

 

図３１．「阿波踊り」の経験 

 

 

 

 

図３２．「阿波踊り」を経験した機会 

 

 

 

 

図３３．学校における指導経験の有無 

 

３）「阿波踊り」の指導について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３４．指導する項目 
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図３５．指導する順序 

    

３．２３．２３．２３．２ 実践研究の結果 

３．２．１ 阿波踊りのワークショップにおける指導言語 

１）ワークショップの流れ 

 ワークショップは次のように、４部構成になって展開していた。 

① 阿波踊りに関する理論と演技見本：15分間 

（阿波踊りの由来や特徴に関する話 10分間） 

（阿波踊りの全体像をつかませる 5分間）  

② 踊り方の練習：45分間 

（基本の踊り方 20分間） 

（男踊りと女踊りの基本練習 25分間） 

（鳴り物の練習をしない人は引き続き 40分間） 

③ 鳴り物の練習（希望者）：40分間 

④ 鳴り物と踊りの共演：20分間 

 

２）指導言語  （ * 指導順序を示す） 

・見本を見せます。特に女踊りと男踊りの違いを見てください*1。 

・阿波踊りの基本は“リズム”です*2。２拍子のリズムが基本であり、阿波踊りは“２拍

子の芸術”とまで言われています。 “イチ、ニ。イチ、ニ。”のリズムで、“イチで足

を出して、二で引いてそろえる”、次は反対の足を“出して引く”をします*3。このリズ

ムが取れない人は、はじめは足をイチでひらいてニでそろえる。その足を段々前に出す
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ようにしていくと、やりやすいと思います。  

・阿波踊りの足と手の動きは“ナンバ”といわれる、“同足同手”です*4。右手と右足、左

手と左足が組みになって、同じ方向に動く手足の運び方です。鳴り物を聴きながら、自

分の感覚でやってみましょう。通常、私たちの歩くリズムでは、手が出るのは足とは反

対側の手です。つまり歩くときとは逆さまに出します。初心者の方には、最初にこのナ

ンバ（同足同手）を練習しましょう。これができると、60％は完成です。また、踊る上

でも理屈（理論）を教えてあげることが必要です。 

・大太鼓は４拍子、鐘は２拍子での演奏です。阿波踊りは（片足を出して引くという）２

拍子が基本ですが、（片足ずつ出して引くには、４カウント必要ですから）、太鼓の４拍

子の音を聞いて、鐘の２拍子は余り聞かないようにして、踊ってみましょう*5。  

・誰一人間違わないで出来ていますね。裏拍子は難しいのですが、皆凄いですね。 

・もう一度おさらいしてみましょう*6。 

・ここで大事なのは、自分が楽しく踊ればいいということです。一方、この阿波踊りは、

体の大腿四頭筋、いわゆるハムストリングがよく使える踊りで、筋肉も鍛えられます。

阿波踊り体操というのがあるのですが、これはあまりそうでもないようです。正調阿波

踊りのほうが、筋肉を鍛えられると思います。 

・男踊りの構え方*7 は、女踊りよりも、股を開き*8、お尻は突き出します。ラグビーのス

クラムを組むような姿勢です。下半身がつらくなると思います。膝に負担がかかる人は

あまり沈みこまなくて結構です。 

・男踊りの足の動きです*9。１拍目は右足のつま先を半歩前に軽く出します。２拍目はそ

の出した足を左足のつま先の前に引いて、体重を乗せて進みます。次の１拍目と２拍目

では左足で同様の動作をとります。ここまで出来れば 80％が完成したといえます。」 

・男踊りの手の使い方*10です。５本の指を開かずに保ち、上体の動きに合わせて、指先を

伸ばしたり緩めたりしてリズムを取ります。 

・女踊りの構え方*1１は、下駄のつま先と前の歯で立って構えます。腰の位置は高くした

り低くしたりしないで、自然の高さを保ちます。膝*12は開かないように心がけます。 

・女踊りの足の動き*13です。１拍目は右足を前に持ち上げ、つま先から着地します。膝を

開かないので、持ち上げる足はやや内側に向かっての動作になります。２拍目はそのつ

ま先を正面に向けながら左足の近くまで引いて、体重を右足に乗せます。次の１拍目と

２拍目では左足で同様の動作をとります。ここまで出来れば、女踊りの 50％が完成した

といえます。 

・女踊りの手の使い方です。５本の指を開かずに保ち、上体の動きに合わせて、指先を伸

ばしたり緩めたりしてリズムを取ります。これは男踊りも女踊りも共通です*14。しかし、

決定的に異なるのが、腕の位置です。両腕を前から自然にあげ、肘*15が肩の高さよりも

上に保ちながら指先でリズムを取るようにします。 

・女性は、手をおろすことはまったくできません。そして、小指のほうからつかむ、捨て
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るという動きをしなやか*16に行います。また、女性はまっすぐには進まないで、ジグザ

グ*17に進みます。 

・５分くらい練習してみましょう*8。 

・女踊りの出す手*19 は、上から出すようにします。手がだるいでしょう。阿波踊りでは、

ひと桟敷が 100メートルくらいあるのですが、それを 10分くらいで踊ります。日常の練

習がなければ出来ないことです。ひと桟敷踊れて一人前です*20。 

３）指導の順序 

*1： 模範演技を見せる 

*2 ：リズムの取り方の指導をする。 

*3 ：足のステップについて指導をする。 

*4 ：手の動き（交互）と手と足の協応について説明し、練習させる。 

*5 ：音楽に合わせる踊る練習をさせる。 

*6 ：ドリル。繰り返し踊ることで技能の定着をはかる。 

*7 ：「男踊りの特徴－構え方（姿勢）」について説明し、練習させる。 

*8 ：「男踊りの特徴－膝」について説明し、練習させる。 

*9 ：「男踊りの特徴－足のステップ」について説明し、練習させる。 

*10：「男踊りの特徴－手の動き」について説明し、練習させる。 

*11：「女踊りの特徴－構え方（姿勢）」について説明し、練習させる。 

*12：「女踊りの特徴－膝」について説明し、練習させる。 

*13：「女踊りの特徴－足のステップ、膝」について説明市、練習させる。 

*14：手の動きについて説明する。 

*15：「女踊りの特徴－肘」について説明する。 

*16：「女踊りの特徴－手の動き（しなやかに）」について説明し、練習させる。 

*17：「女踊りの特徴－進行方向」について説明する。 

*18：ドリル。繰り返し踊ることで技能の定着をはかる。 

*19：「女踊りの特徴－手の動き」について説明し、練習させる。 

*20：ドリル。繰り返し練習させる。個別指導をする。 

    

４．４．４．４．        考察考察考察考察    

４．１４．１４．１４．１    調査研究 

４．１．１ 調査研究Ⅰ 

日本全国のダンス指導者を対象に回答を求めたため、回答者の属性は女性が多い（図１）。

回答者の年代は 20 代が最も多い（図２）が各年代からの回答を得た。職業は学校の教員、

体育指導者と将来、体育指導に携わる学生達で８割強を占めている（図３）。「阿波踊り」

の経験については８割を越える者が「初めての体験である」と回答している（図４）。回答

者自身の「阿波踊り」体験がないため、指導経験についても「ない」と回答した者が８割
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を越えている（図５）のは当然のことといえよう。 

「阿波踊り」のイメージについては多くの者に「明るい」、「リズミカル」（図６，図７）

であるととらえられ、日本の民踊として学習するにはよいイメージを与えていると考える。 

「阿波踊り」の踊り方については「覚えるのが簡単」、だと回答した者は４割、「そう

思わない」者が 2 割で（図８）、「リズムに乗るのは簡単」だと回答した者は 4．5 割、「そ

う思わない」と答えた者 2割である（図９）。踊り方が「簡単であると思う」と回答した者

は「そう思わない」と回答した者より多い（図１０）。これらのことから「阿波踊り」は簡

単に踊ることができるというイメージを与えている。 

「足のステップは簡単」だと答えた者と「そう思わない」と答えた者の比率はあまり

変わらない（図１１）。「手の動き」についても「足のステップ」同様、簡単だと回答する

者とそうは思わないと回答する者の比率は変わらない（図１２）。「手と足の協応」につい

ては「簡単である」と回答する者が他の項目と比較して減少し、「簡単だとは思わない」と

回答する者が増加している（図１３）。「阿波踊り」のリズムに乗ったり、動きを覚えたり

することが簡単であるということは「阿波踊り」に取り付きやすいことを意味している。

しかし、簡単な踊りであればそれをマスターする面白さが少ないことになるが、「足のステ

ップ」、「手の動き」、「手と足の協応」を学習するには簡単ではないと感じる者が多いこと

から、「阿波踊り」の技能は学習者の欲求を充分に満たすことができるものであると考える。

また、「阿波踊り」の指導を「再度受けたい」と回答する者が 8割を超えていることからも

（図１４）それを裏付けることができよう。 

４．１．２ 調査研究Ⅱ 

回答者の性別については調査研究Ⅰと同様女性が多い（図１５）。年代は 50 代が一番

多く、40代、30代、20代と続くが各年代の層から広く回答を得ている（図１６）。回答者

の出身地は東京、香川、鹿児島、福岡の順であるが各地域の出身者から回答を得ている（図

１７）。「阿波踊り」の経験は半数以上が「初めて」の経験であった（図１８）。また、「阿

波踊り」の指導を受けた経験については「ない」と答えた者が 8割弱であった（図１９）。 

「阿波踊り」のイメージはほとんどの者が「明るい」、「楽しい」、「リズミカル」なもの

であるととらえている（図２０，図２１，図２２）。「阿波踊り」の踊り方については「覚

えるのが簡単」と回答した者が多い（図２３）。「リズムに乗るのは簡単」と答えた者は半

数を超えている（図２４）。「踊り方は簡単」と回答した者（図２５）は 4割弱で、「足のス

テップは簡単」と回答した者（図２６）と比率はあまり変わらない。しかし、「手の動き」

については「簡単である」と回答した者より「簡単であるとは思わない」と回答する者が

多く（図２７）、「足のステップ」より「手の動き」を難しいと感じている。 

４．１．３ 調査研究３ 

回答者の属性は小学校の教員が４割を超えて一番多く、中学校、高等学校、幼稚園、大

学の順に割合が少なくなっている（図２８）。また、生涯スポーツの指導者の記入欄がなか

ったため、無記入の中には生涯スポーツ指導者が入っている。性別はダンスを主に指導す
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る者に回答を求めたため女性が多くなった（図２９）。年代は５０代が一番多く、次いで４

０代で、２０代、３０代、６０代はほぼ同数であった（図３０）。 

「阿波踊り」の経験については９割以上が経験者であった（図３１）。徳島県の指導者に

回答を求めており、「阿波踊り」は徳島県の郷土芸能であることから当然のことといえるで

あろう。「阿波踊り」を経験した機会については「学校」をあげる者が多く、次いで「地域」

であり、「連」に所属して踊ったことがあるという経験者は２割もいない（図３２）。この

ことから、郷土芸能といえども地域で体験することが少なくなった現代では学校教育に負

うところが大であるといえよう。民俗舞踊の経験は「地域」に任せておかずに積極的に教

育の場に取り入れていかなくてはならないと考える。学校における指導経験の有無に関し

ては６割を超える教員が指導経験ありと答えている（図３３）。「指導経験なし」と回答し

た者の中には自身の体験がないことをあげている者があった。 

「阿波踊り」を指導する上でどのような内容を教えているか、９つの項目とその他（自

由記述）をあげ、複数回答してもらった（図３４）。必ず指導する項目としては「リズム」

であった。次には「足のステップ」、と「手の動き（交互）」であった。そして「手の動き

（しなやかに）」）が続き、「足の蹴り」と「手と足の動作の協応」、「姿勢」の順で教える項

目が示された。 

「阿波踊り」を指導する順序については、一番目に「リズム」を指導するという者が６割

を超えている（図３５）。次いで、「姿勢」、「足のステップ」、「その他」であった。必ず指

導する項目で全員が「リズム」をあげており、指導の順序でも初めに「リズム」を指導す

ると回答する者が多いことから「阿波踊り」を指導する上でリズムに乗ることができるよ

うにすることが大切であると考える。二番目に指導するのは「足のステップ」と回答する

者が多く、「リズム」、「姿勢」、「足のけり」が続く。「足のステップ」は三番目に指導する

と回答した者も多く、指導の順序としては「リズム」に次いで初めに指導する項目といえ

よう。「姿勢」は指導の順序としては一番目から八番目まであげられ、指導者により、指導

する順序が一定しないことが分かった。「足のけり」については二番目から八番目まで指導

の順序が一定しないが十番目に指導する者が 5 割であることから指導順序は後半でよいと

考える。「膝」についても二番目から指導する者もいるが、九、十番目に指導すると回答し

た者が多いことから指導順序は後半でよいといえる。「手の動き」については「交互に上げ、

下げする」ことを二番目に指導する者もいるが、三、四番目に指導すると回答したものが

多く指導順序は中盤で良いと考える。「手をしなやかに動かす」ことは四番目から九番目ま

でに指導すると回答され、その中で一番多くの者が九番目に指導することから「手の動き」

は「しなやかに」動かすことは「交互」に動かすことほど重点を置いて指導されていない

といえる。「肘」は七番目に指導すると回答した者が多く、「膝」も九、十番目に指導する

者が多いことから指導順序は後半でよいと考える。 

 

４．２４．２４．２４．２    実践研究「阿波踊り」のワークショップにおける指導言語分析結果から 
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指導順序としては「リズム」、「足のステップ」、「手の動き（交互）」、「手と足の協応」を

理解させた後、「音楽に合わせる練習」をし、繰り返しドリルすることで基本的な踊り方を

つかませている。この後、「男踊り」と「女踊り」の特徴について説明している。それぞれ

の踊り方の特徴の説明では初めに「構え方（姿勢）」を説明し、「膝」、「足のステップ」、「手

の動き」の順に指導している。「手の動き」の指導順序は「手を交互」に上下させることと

「手足の協応」をほぼ同時に指導し、「肘」、「手の動き（しなやかに）」は踊りの全体像が

つかめた頃に指導している。 

 

まとめまとめまとめまとめ    

１．調査研究より「阿波踊り」には「明るい」、「楽しい」、「リズミカル」な踊りであると

いうイメージがあり、学校教育における民俗舞踊の一つとして取り上げるにふさわし

い踊りである。 

２．「阿波踊り」は初心者にとって「リズムに乗ること」、「踊りを覚えること」、「踊り方」

が簡単であるというイメージを持たれている。しかし、「足のステップ」、「手の動き」、

「手足の協応」については簡単であるというイメージを持つ者が減少している。この

ことから「阿波踊り」は取り付きやすい踊りであるが、学習者のもっと踊ってみたい

という欲求を満たすに充分な「技能」を持っていることが明らかになった。 

３．「阿波踊り」の指導については「リズムに乗ること」が重視され、初めに指導し、次

に「足のステップ」、「手の動き（交互）」、「手足の協応」を指導することで一応基本的

な踊りの指導となることが理解できた。「男踊り」と「女踊り」の特徴は基本的な踊り

方に次いで指導され、それぞれの特徴に従って「構え方（姿勢）」、「膝」、「足のステッ

プ」「手の動き」を再度指導しており、「肘」、「手の動き（しなやか）」は踊り全体が仕

上がった後に指導することが示された。 

 

おわりにおわりにおわりにおわりに    

徳島県の伝統文化「阿波踊り」の教材化とその指導法に関する研究を課題として掲げ、

発達段階に応じた指導と伝統文化への理解及び他教科との関連に着目して、１年間にわた

り調査研究及び実践研究を行った。 

その結果、考察において明らかになったように、「阿波踊り」は簡単に取り組みやすい上

に技能を深めることができる教材であること、指導においてはリズムに乗って簡単な足の

ステップから入るので学習の導入が容易であること、指導の順序としては基本的な踊り方

として「リズム」、「足のステップ」、「手の動き」、「手足の協応」を指導し、その後、「男踊

り」と「女踊り」の特徴をふまえて「姿勢」、「膝」、「肘」を指導するというパターンが見

えてきた。しかし、発達段階による指導法の相違にまで考察をすすめることができなかっ

たので、今後の課題としたい。 

「阿波踊り」の学習を通して、地域の伝統文化への理解が深まること、また音楽、社会
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などの他の教科との連携を図り、総合的な学習成果を上げることができること、さらには

定型技能の習得に終わらずに、授業内での交流、学校行事、地域の祭りでの活用を経て、

自分なりの踊りを探究するという、習得・活用・探究という学習の深めができ、生涯学習

に継続できる教材であることが再確認できた。 

今後、さらに徳島県内に限らず全国において、「阿波踊り」が伝統芸能としての価値を発

揮して、学校体育のみならず、地域スポーツにおいても実践されるように、指導の現場に

おいて、本研究の成果を生かしていきたい。 

最後に、平成１９年度財団法人ミズノ振興会助成金を受けることによって、本研究を実

施できましたことに、心より感謝を申し上げます。 
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